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ナノシートを Fig.1 に示す薄膜塗工機を用いて Fig.2 に示す手順で作製した．本手法は二つの層（基板とナノシート）
の間に形成させた中間層を除去することでナノシートを作製するプロセスである．ナノシートの材料として PDLLA を
用い，その溶媒をクロロホルムとした．また，犠牲膜の材料として PVA を選定し，その溶媒を純水とした．まず PET
基板上に PVA（濃度 20 mg/ml）を塗膜後乾燥させ，次に PET 基板上の PVA 膜の上から更に PDLLA（濃度 5，10，20，
30 mg/ml）を塗膜後乾燥させた．その後 3 層構造のフィルムを純水に浸すことにより，20mm×20mm のナノシートを
取り出した．そのナノシートをシリコン基板上に貼り付け，水分を飛ばすために乾燥機内で 8時間の乾燥を行った． 
2.2 摩擦力測定方法 
ナノシートと皮膚との間の摩擦力を測定するためにFig.3の力率トランデューサ（ATI F/T Sensor Gamma, ATI Industrial 
Automation, USA）を用いた．ナノシートを乗せたシリコン基板は両面テープを用いて力率トランデューサに固定した．
摩擦測定は 3 回行い，指をナノシート上で水平に 1 回摺動させた．1 回のストローク長さは 20mm で，摩擦測定中の摺
動速度は可能な限り一定に保った．測定する際は試験指を石鹸で綺麗に洗い，各実験の前に皮膚に起こる汗および油
分を除去するために 10 分間風乾を行った． 








Fig3. Friction measurement in vivo 
Force Transduer 
Fig1. Internal structure of experimental apparatus 
Fig2. Sacrificial film method 
